
浅
井
了
意
の
仏
書
と
そ
の
周
辺
（
四
）

要
旨
「
法
林
樵
談
」
を
書
誌
的
観
点
か
ら
見
る
と
、
そ
の
出
版
過
程
に
、
作
家
の
衰
弱
と
死
去
に
よ
る
何
ら
か
の
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
様

相
が
看
取
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
編
纂
理
念
を
含
め
る
内
容
面
の
検
討
に
お
い
て
は
、
あ
る
種
の
到
達
点
を
見
せ
る
。
即
ち
、
近
世
通
俗
仏
書
の

歴
史
に
お
い
て
は
、
寛
文
期
の
因
縁
集
（
真
宗
）
に
見
る
混
乱
的
状
況
の
克
服
。
一
方
、
了
意
の
著
述
全
体
に
お
い
て
は
、
仏
書
の
範
晴
で
は

あ
る
が
、
新
た
に
追
随
的
作
品
の
一
つ
と
し
て
、
位
置
付
け
を
改
め
る
必
要
が
認
め
ら
れ
る
。

Ｉ
新
し
い
タ
イ
プ
の
因
縁
集
に
つ
い
て
Ｉ

和

田
恭
幸
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今
号
に
研
究
の
対
象
と
す
る
履
癖
法
林
樵
談
」
は
、
唱
導
に
資
す
べ
き
書
嶮
因
縁
談
を
集
め
た
一
種
の
説
話
集
で
あ
る
。
そ
の
刊
行

は
、
通
説
に
云
う
了
意
没
年
の
、
元
禄
四
年
に
当
た
る
。
ま
た
、
本
書
に
は
二
種
の
改
題
本
、
す
な
わ
ち
晶
銅
勧
化
要
文
便
蒙
紗
』
完

禄
九
年
刊
）
、
『
三
国
因
縁
護
」
萌
和
五
年
刊
）
が
存
在
す
る
（
以
下
書
名
は
角
書
を
除
い
て
略
称
と
す
る
）
。
内
容
の
特
色
は
、
同
人
が
最
も
得

意
と
し
た
猟
奇
性
に
富
む
中
国
怪
異
談
を
多
数
収
載
す
る
点
に
有
る
。
よ
っ
て
、
仏
書
の
枠
を
取
り
払
っ
て
故
事
説
話
集
一
般
と
し
て
見

る
な
ら
ば
、
同
人
作
の
『
新
語
園
』
（
天
和
三
年
刊
）
と
双
壁
の
観
を
も
呈
す
る
。

（
２
）

ゆ
え
に
、
近
世
怪
異
小
説
研
究
に
お
い
て
は
、
堤
邦
彦
氏
な
ど
先
学
の
ご
論
考
に
積
極
的
に
と
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
一
方
、
浅
井
了

（
３
）

意
研
究
に
お
い
て
は
、
今
日
な
お
北
条
秀
雄
氏
の
愚
噸
浅
井
了
意
」
『
新
修
浅
井
了
意
』
が
遺
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
『
法
林

樵
談
』
そ
れ
自
体
に
内
包
さ
れ
る
諸
問
題
は
残
存
す
る
こ
と
と
な
り
、
本
書
に
対
す
る
明
確
な
位
置
づ
け
は
、
近
世
通
俗
仏
書
の
歴
史
に

お
い
て
も
、
了
意
の
著
作
全
体
に
お
い
て
も
、
や
や
宙
ぶ
ら
り
ん
な
ま
ま
に
放
置
さ
れ
続
け
る
。

先
述
の
如
き
内
容
を
有
す
る
本
書
に
、
具
体
性
あ
る
位
置
づ
け
を
与
え
る
こ
と
は
、
怪
異
小
説
一
般
・
了
意
研
究
の
双
方
に
わ
た
り
、

珊
か
の
有
効
性
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。
了
意
の
著
作
一
般
に
見
ら
れ
る
特
質
は
、
『
語
園
』
に
対
す
る
『
新
語
園
』
の
述
作
に
見
ら
れ
る
如

く
、
先
行
作
品
を
意
識
し
、
且
つ
作
品
の
素
材
・
下
地
と
し
て
取
り
込
む
点
に
有
る
。
で
は
、
本
書
に
も
そ
う
し
た
性
格
は
有
る
の
か
否

か
。
と
り
も
な
お
さ
ず
、
そ
う
し
た
即
物
的
な
見
地
が
、
本
書
を
解
明
す
る
手
が
か
り
と
な
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
研
究
報
告
と
し
て
の
書
誌
解
題
を
主
と
し
て
、
本
書
が
、
近
世
通
俗
仏
書
の
歴
史
・
了
意
の
著
述
全
体
の
双
方
に

お
い
て
、
い
か
な
る
位
置
づ
け
を
持
つ
の
か
、
珈
か
の
解
明
を
試
み
た
い
。

た
い
・ は

じ
め
に

（
１
）

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
科
学
研
究
助
成
金
Ａ
１
を
受
け
る
研
究
活
動
の
一
貫
と
し
て
、
浅
井
了
意
の
仏
書
に
関
す
る
研
究
報
告
を
行
い
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一
、
書
誌
に
見
る
没
後
出
版
の
諸
相

今
号
は
先
号
と
異
な
り
、
各
機
関
所
蔵
の
書
誌
解
題
を
さ
ら
り
と
列
挙
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
い
う
の
も
、
『
法
林
樵
談
』
並
び

に
改
題
本
二
種
と
も
、
『
国
書
総
目
録
」
に
登
載
す
る
伝
本
は
、
各
一
本
づ
っ
し
か
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
法
林
樵
談
」

は
大
谷
大
学
図
書
館
、
改
題
本
『
勧
化
要
文
便
蒙
紗
」
「
三
国
因
縁
證
』
は
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
所
蔵
の
一
本
限
り
で
あ
る
。
旧
稿
に
再

三
述
べ
る
如
く
、
近
世
通
俗
仏
書
は
図
書
館
や
蒐
書
家
の
文
庫
に
入
り
に
く
い
類
で
あ
る
か
ら
、
当
然
と
い
え
ば
当
然
の
帰
結
で
あ
っ
た
。

次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
誰
し
も
寺
院
調
査
の
実
現
を
待
望
す
る
の
だ
が
、
寺
院
調
査
は
、
個
人
研
究
と
は
全
く
位
相
の
異
な
る
学
術

事
業
で
あ
り
、
自
ら
の
研
究
に
資
す
る
部
分
の
み
抜
き
取
り
調
査
し
て
逃
げ
去
る
が
如
き
は
、
厳
に
戒
む
く
き
行
為
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、

そ
う
そ
う
捗
々
し
く
進
む
も
の
で
は
な
い
。

幸
い
に
も
、
改
題
本
『
三
国
因
縁
護
』
は
、
筆
者
が
大
学
院
の
博
士
課
程
に
在
籍
し
た
平
成
四
年
、
京
都
府
の
某
寺
で
偶
然
に
閲
覧
す

る
機
会
を
得
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
後
、
他
の
寺
院
調
査
で
は
全
く
探
し
得
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
買
っ
た
．
買
わ
れ
た
レ
ベ
ル
の
、
本
来
秘
す
べ
き
領
域
に
話
題
を
及
ぼ
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
こ
こ
数
年
来
、
日
課
の
如

く
に
様
々
な
古
書
店
の
目
録
を
見
て
い
る
が
、
な
ぜ
か
本
書
の
掲
載
を
見
な
い
。
か
つ
て
筆
者
が
大
学
院
の
修
士
課
程
に
在
籍
し
た
平
成

二
年
、
本
郷
の
琳
狼
閣
書
店
か
ら
売
り
に
出
た
が
、
当
時
の
私
に
は
到
底
用
意
で
き
な
い
金
額
で
あ
っ
た
（
「
琳
瑛
閣
古
書
目
録
」
一
二
四
号
）
。

そ
れ
か
ら
数
年
後
、
本
屋
は
同
じ
琳
理
閣
か
ら
売
り
物
が
出
て
、
ご
主
人
の
ご
厚
意
に
繩
り
つ
つ
、
こ
れ
を
買
っ
た
。
昨
年
（
平
成
十
二

年
）
に
は
、
改
題
本
『
三
国
因
縁
護
」
が
神
保
町
の
東
陽
堂
か
ら
売
り
に
出
た
も
の
の
、
注
文
し
た
時
に
は
も
う
売
れ
て
し
ま
っ
て
い
た

（
「
東
陽
堂
古
書
目
録
」
四
十
七
号
）
。
こ
れ
が
、
偽
ら
ざ
る
伝
本
確
認
の
顛
末
で
あ
る
が
、
手
に
入
れ
た
一
本
は
大
谷
大
学
図
書
館
本
と
全
く

の
同
版
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
極
め
て
乏
し
い
調
査
量
で
は
あ
る
が
、
本
書
の
伝
本
を
追
っ
て
早
十
年
、
こ
の
辺
で
一
応
の
書
誌
解
題
を
作
成
し
て
み
た
い
。
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１
、
法
林
樵
談
大
本
十
巻
十
冊
元
禄
四
年
山
岡
四
郎
兵
衛
刊
本
大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
（
余
大
４
３
８
５
）

装
訂
五
針
袋
綴
装
。
繧
色
表
紙
、
寸
法
二
十
七
・
五
×
十
九
・
○
糎
。

題
篭
泥
鋤
法
林
樵
談
巻
一
（
～
十
こ
。
原
題
篭
・
刷
・
双
辺
・
表
紙
左
肩
。

序
文
「
法
林
樵
談
序
／
貞
享
三
年
丙
寅
仲
春
上
涜
洛
之
本
性
寺
昭
儀
坊
釈
了
意
誌
自
序
」
。
序
末
に
二
箇
の
印
を
摺
刷
す
、
「
了
意
」

（
陰
刻
）
・
「
松
雲
之
印
」
（
陽
刻
）
。

内
題
「
三
朝
法
林
樵
談
巻
之
一
（
～
十
こ
。

版
心
「
三
朝
法
林
樵
談
巻
之
一
（
～
十
）
（
丁
付
と
。
白
口
。

本
文
毎
半
葉
十
二
行
。
漢
字
片
仮
名
文
。
匡
郭
四
周
双
辺
、
二
十
一
・
二
×
十
六
・
一
糎
。

刊
記
「
元
禄
四
辛
未
歳
九
月
穀
日
一
、
花
洛
二
条
通
清
明
町
、
書
林
山
岡
四
郎
兵
衛
」
。

修
訂
巻
一
内
題
の
「
三
朝
」
の
二
文
字
、
刊
記
が
入
木
。

備
考
「
国
書
総
目
録
」
に
は
当
該
本
の
み
登
載
。

２
、
法
林
樵
談
大
本
十
巻
九
冊
元
禄
四
年
山
岡
四
郎
兵
衛
刊
本
和
田
恭
幸
所
蔵

装
訂
四
針
袋
綴
装
。
繧
色
表
紙
、
寸
法
二
十
七
・
一
×
十
九
・
○
糎
。
巻
一
・
巻
二
を
合
綴
し
十
巻
九
冊
に
改
装
。
最
終
第
九
冊

の
後
表
紙
の
み
後
補
（
繧
色
表
紙
）
・

題
叢
足
痢
法
林
樵
談
巻
一
（
～
十
こ
。
そ
の
内
、
巻
二
は
巻
一
と
合
綴
の
た
め
題
篭
欠
。
巻
三
・
六
・
八
・
九
は
損
欠
。

刷
・
原
題
篭
・
双
辺
・
表
紙
左
肩
。

【
書
誌
解
題
一
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３
、
勧
化
要
文
便
蒙
紗
大
本
十
巻
三
冊
元
禄
九
年
山
岡
四
郎
兵
衛
刊
本

龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
所
蔵
（
写
字
台
／
１
０
５
５
１
２
２
）

装
訂
四
針
袋
綴
装
。
素
鼠
色
表
紙
、
寸
法
二
十
五
・
九
×
十
八
・
二
糎
。
原
十
巻
十
冊
を
、
三
冊
に
合
綴
。

題
篭
足
鋤
勧
化
要
文
便
蒙
紗
一
（
四
・
七
こ
。
巻
数
表
示
は
刷
・
刷
・
原
題
篭
・
双
辺
・
表
紙
左
肩
。

序
文
「
法
林
樵
談
序
／
貞
享
三
年
丙
寅
仲
春
上
涜
洛
之
本
性
寺
昭
儀
坊
釈
了
意
誌
自
序
」
。
序
末
に
二
箇
の
印
を
摺
刷
す
、
「
了
意
」

（
陰
刻
）
・
「
松
雲
之
印
」
（
陽
刻
）
。

内
題
「
勧
化
要
文
便
蒙
紗
巻
之
一
（
～
十
）
」
。

版
心
「
三
朝
法
巻
之
一
（
～
十
）
（
丁
付
と
。
白
口
。

本
文
毎
半
葉
十
二
行
。
漢
字
片
仮
名
文
。
匡
郭
四
周
双
辺
、
二
十
一
・
○
×
十
六
・
一
糎
。

序
文
「
法
林
樵
談
序
／
貞
享
三
年
丙
寅
仲
春
上
涜
洛
之
本
性
寺
昭
儀
坊
釈
了
意
誌
自
序
」
。
序
末
に
二
箇
の
印
を
摺
刷
す
、
「
了
意
」

（
陰
刻
）
・
「
松
雲
之
印
」
（
陽
刻
）
・

内
題
「
三
朝
法
林
樵
談
巻
之
一
（
～
十
）
」
。

版
心
「
三
朝
法
林
樵
談
巻
之
一
（
～
十
）
（
丁
付
）
」
。
白
口
。

本
文
毎
半
葉
十
二
行
。
漢
字
片
仮
名
文
。
匡
郭
四
周
双
辺
、
二
十
一
・
○
×
十
六
・
一
糎
。

刊
記
「
元
禄
四
辛
未
歳
九
月
穀
旦
、
花
洛
二
条
通
清
明
町
、
書
林
山
岡
四
郎
兵
衛
」
。

修
訂
大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
本
に
同
じ
。

備
考
架
蔵
本
は
大
谷
大
学
図
書
館
本
よ
り
、
匡
郭
の
縦
寸
法
が
二
ミ
リ
小
さ
い
梢
後
印
本
。
図
版
１
～
９
を
参
照
。
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４
、
三
国
因
縁
謹
大
本
三
巻
合
一
冊
明
和
五
年
小
幡
・
中
川
・
梶
川
三
書
騨
相
版
本

龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
所
蔵
（
写
字
台
／
１
０
５
．
５
１
２
２
）

装
訂
四
針
袋
綴
装
。
素
鼠
色
表
紙
、
寸
法
二
十
五
・
八
×
十
八
・
九
糎
。
原
三
巻
三
冊
を
一
冊
に
合
綴
。

題
篭
「
三
国
因
縁
護
上
」
。
刷
・
原
題
篭
・
双
辺
・
表
紙
左
肩
。

序
文
「
三
国
因
縁
證
序
／
明
和
戌
子
孟
春
金
龍
敬
雄
杜
多
撰
」
。
序
末
に
二
箇
の
印
を
摺
す
、
「
釈
敬
雄
章
」
（
印
刻
）
、
「
詔
鳳
」

（
陽
刻
）
。
序
文
版
下
「
岸
公
実
成
米
害
、
（
刷
印
）
「
岸
成
米
字
公
実
」
」
。

内
題
「
三
国
因
縁
證
之
一
（
～
三
）
」
。

版
心
「
三
国
因
縁
讓
巻
之
一
（
～
三
）
（
丁
付
）
」
。
単
黒
魚
尾
、
白
口
。

本
文
毎
半
葉
十
二
行
。
漢
字
片
仮
名
文
。
匡
郭
四
周
双
辺
、
二
十
一
・
○
×
十
六
・
○
糎
。

広
告
「
三
国
因
縁
課
二
編
鰄
幽
／
同
三
編
」
。

刊
記
「
明
和
五
戌
子
歳
二
月
、
平
安
書
蝉
、
六
角
通
油
小
路
西
江
入
町
小
幡
宗
左
衛
門
、
姉
小
路
通
油
小
路
西
江
入
町
中
川
藤

四
郎
、
堀
川
通
仏
光
寺
下
ル
町
梶
川
七
郎
兵
衛
」
。

刊
記
「
元
禄
九
丙
子
歳
仲
春
吉
日
、
三
条
通
麩
屋
町
西
江
入
所
、
書
林
山
岡
四
郎
兵
衛
板
」
。

修
訂
改
題
の
た
め
、
題
篭
を
新
調
。
版
心
の
一
部
を
削
り
取
り
、
内
題
・
尾
題
・
刊
記
を
新
た
に
入
木
す
る
。

備
考
１
元
禄
四
年
刊
「
法
林
樵
談
」
の
改
題
本
。
書
騨
は
、
解
題
１
．
２
と
同
一
の
山
岡
四
郎
兵
衛
。
北
条
秀
雄
氏
の
「
新
修
浅
井
了
意
」
（
一
二

一
頁
）
に
、
本
書
に
二
種
の
版
の
存
在
す
る
由
を
報
告
さ
れ
る
が
、
所
在
不
明
。

備
考
２
「
国
書
総
目
録
」
に
は
当
該
本
の
み
を
記
載
。
図
版
Ⅲ
．
Ｂ
を
参
照
。
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【
図
版
】
１
、
『
法
林
樵
談
」
の
版
心
（
解
題
２
・
和
田
恭
幸
所
蔵
本
）

修
訂
題
篭
を
新
調
。
内
題
・
尾
題
・
版
心
に
入
木
す
る
。
巻
十
の
最
終
丁
ウ
ラ
は
補
刻
。

備
考
解
題
３
「
勧
化
要
文
便
蒙
紗
」
の
改
題
本
。
原
「
法
林
樵
談
」
の
巻
八
～
十
の
三
巻
分
だ
け
を
改
題
刊
行
し
た
も
の
。
序
者
は
北
条
秀
雄
氏
の

「
新
修
浅
井
了
意
」
に
、
建
部
綾
足
作
の
「
西
山
物
語
」
の
序
者
と
同
一
な
り
と
付
記
さ
れ
る
。
敬
雄
（
一
七
一
二
～
一
七
八
二
）
は
、
漢
詩
・

狂
歌
・
俳
譜
・
書
を
能
く
し
た
天
台
宗
の
僧
。
「
雨
新
庵
詩
集
」
（
明
和
三
年
刊
）
等
の
著
述
が
あ
る
。

備
考
２
「
国
書
総
目
録
」
に
は
当
該
本
の
み
を
記
載
。
図
版
皿
．
Ｍ
・
喝
を
参
照
。
筆
者
が
平
成
四
年
に
偶
見
し
た
京
都
府
某
寺
所
蔵
本
は
、
龍

谷
大
学
本
と
同
版
。
装
訂
は
原
装
薄
繧
色
表
紙
三
巻
三
冊
。
最
近
の
古
書
店
の
目
録
で
は
、
神
保
町
東
陽
堂
の
「
東
陽
堂
古
書
目
録
」
囚
十
七
号

平
成
十
二
年
春
号
に
書
名
の
み
登
載
。
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2．『法林樵談」表紙

I 男
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一
》
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王
宮
諾

詫
光

嘩
甲

響韓~:~:'-,-,_~_.,､:え’’:鼠:瀞.:’’’¥_~:_:.’_:_:_~_:_:_~胃_:…織鰯鍵韓蝿轄韓職轆蕊鐵窪：

8．『同j巻6本文1丁オ9．『同』巻8本文1丁オ

f‐

I§
．
■
聴
心
Ｆ
ｌ
１
胤
妙
俳
峨
ｒ
が

湖

{，

醒
掘
心
悪
濯
睡
誘
睡
嘩
匪
配
囲
師
剛
剛
剛
い
い
砥
‐
‐
。
‐
‐

11．「三国因縁諄』巻1本文

1丁オ（龍谷大学大宮Ⅸl耆館所蔵）
10。「勧化要文便蒙紗』巻1本文

1丁オ（龍谷大学大宮図書館所蔵）
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浅井了意の仏書とその周辺（四）（和田）

い
か
に
も
当
然
の
如
く
で
あ
る
が
、
刊
記
自
体
は
極
め
て
珍
妙
で
あ
る
。
丁
子
屋
の
刊
記
は
、
双
郭
木
記
に
記
さ
れ
、
「
貞
享
四
丁
卯
暦

仲
春
穀
旦
／
五
條
橋
通
扇
屋
町
丁
子
屋
／
西
村
九
郎
右
衛
門
開
板
」
と
有
る
。
次
の
恒
心
堂
海
老
屋
は
、
木
記
の
左
右
二
辺
を
残
し
、
天

地
二
辺
と
中
身
の
刊
記
を
す
っ
ぽ
り
入
木
し
て
、
「
貞
享
丁
卯
中
和
勝
日
／
書
騨
恒
心
堂
／
洛
陽
車
屋
町
二
條
下
／
海
老
屋
弥
三
郎
睡
と

改
め
る
。
と
こ
ろ
が
、
結
局
双
方
と
も
貞
享
四
年
二
月
を
示
す
の
で
あ
る
。
筆
者
の
見
た
丁
子
屋
刊
本
は
、
初
版
の
版
木
を
使
用
す
る
も

の
乍
ら
版
面
が
荒
れ
て
い
る
か
ら
、
初
印
で
は
な
い
。
故
に
、
一
ヶ
月
以
内
に
版
が
移
っ
た
と
は
到
底
考
え
難
い
の
で
あ
る
。
刊
本
一
般

に
お
い
て
、
仏
書
や
和
刻
本
漢
籍
は
、
幕
末
の
後
印
で
あ
り
な
が
ら
寛
永
や
万
治
寛
文
の
刊
記
を
残
す
も
の
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
恒

心
堂
の
刊
記
は
、
年
記
ご
と
の
入
木
だ
か
ら
、
如
上
の
常
識
は
全
く
通
用
し
な
い
。

さ
て
、
右
か
ら
問
題
点
を
摘
出
し
て
い
く
と
、
出
版
過
程
に
あ
る
種
の
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
可
能
性
が
看
取
さ
れ
る
。
通
説
に
云
う
浅

井
了
意
の
死
去
は
、
元
禄
四
年
一
月
一
日
。
対
し
て
本
書
は
同
年
九
月
の
刊
記
を
有
す
る
死
去
直
後
の
刊
行
で
あ
る
。
た
め
に
、
書
誌
的

問
題
点
を
露
呈
す
る
に
は
、
格
好
の
時
期
と
も
い
う
べ
き
か
。

【
刊
記
】
「
法
林
樵
談
」
の
刊
記
は
、
匡
郭
の
下
辺
に
二
ヶ
所
の
亀
裂
が
入
る
た
め
、
入
木
で
あ
る
（
図
版
胆
）
。
た
だ
し
、
入
木
に
段

差
が
生
じ
て
い
な
い
か
ら
、
印
刷
時
期
が
原
刊
に
接
近
す
る
こ
と
を
示
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
刊
年
に
疑
問
の
余
地
が
生
じ
る
が
、
一
版
の

み
し
か
確
認
し
得
な
い
現
時
点
に
お
い
て
は
、
と
も
か
く
元
禄
四
年
刊
と
判
断
し
、
こ
の
刊
年
は
将
来
訂
正
さ
れ
る
可
能
性
が
有
る
、
と

付
言
す
る
よ
り
ほ
か
あ
る
ま
い
。
刊
記
が
入
木
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
そ
れ
に
先
立
つ
無
刊
記
本
や
別
な
刊
記
を
有
す
る
本
が
存

在
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
ま
た
、
入
木
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
初
版
の
刊
年
を
示
さ
な
い
と
も
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。

参
考
の
た
め
、
了
意
作
の
『
大
原
談
義
句
解
』
を
紹
介
し
て
お
く
。
『
大
原
談
義
句
解
』
の
初
版
は
、
丁
子
屋
西
村
九
郎
右
衛
門
刊
本

で
、
次
に
恒
心
堂
海
老
屋
弥
三
郎
に
版
が
移
る
。
当
然
、
刊
記
は
入
木
で
改
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
最
後
に
は
、
書
騨
名
を
削
り
落
し
た
版

参
考
の
た
め
、

で
、
次
に
恒
心
空

の
誕
生
を
見
る
。
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つ
ま
り
、
恒
心
堂
海
老
屋
の
作
為
的
な
ニ
セ
刊
記
な
の
で
あ
る
。
管
見
の
内
、
近
世
初
期
刊
本
に
お
け
る
ニ
セ
刊
記
の
初
見
は
、
寛
永

（
４
）

六
年
に
遡
る
が
、
こ
れ
は
別
稿
に
紹
介
す
る
か
ら
参
照
せ
ら
れ
た
い
。
と
も
か
く
、
如
上
の
問
題
を
含
む
た
め
、
現
時
点
で
は
、
本
書
の

刊
行
を
元
禄
四
年
九
月
と
判
断
す
る
し
か
な
い
。

【
改
題
本
の
刊
記
】
五
年
後
の
刊
記
を
有
す
る
第
一
次
改
題
本
「
勧
化
要
文
便
蒙
紗
」
は
、
刊
記
を
す
べ
て
改
め
る
。
刊
者
は
「
法
林

樵
談
」
と
同
じ
山
岡
四
郎
兵
衛
で
あ
る
が
、
住
所
・
氏
名
と
も
ど
も
入
木
す
る
。
こ
れ
は
山
岡
の
住
所
変
更
の
故
で
あ
ろ
う
。
入
木
の
た

め
、
匡
郭
の
下
辺
、
即
ち
刊
者
名
の
真
下
に
相
当
す
る
部
分
に
亀
裂
が
生
じ
る
（
図
版
翌
。

こ
れ
に
対
し
、
ど
う
い
う
わ
け
か
第
二
次
改
題
本
「
三
国
因
縁
護
」
の
当
該
丁
は
、
匡
郭
の
下
辺
が
一
直
線
に
繋
が
っ
て
い
る
（
図
版

皿
）
。
こ
の
謎
を
解
く
手
が
か
り
は
、
当
該
丁
オ
モ
テ
の
版
面
に
見
る
匡
郭
の
亀
裂
で
あ
る
（
図
版
喝
）
。
つ
ま
り
、
上
下
の
亀
裂
を
結
ぶ

線
上
か
ら
版
面
を
縦
様
に
切
り
取
り
、
そ
こ
に
新
し
い
木
材
を
は
め
込
ん
で
新
た
に
彫
り
直
し
た
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
第
二
次
改
題
本

の
最
終
丁
ウ
ラ
は
、
匡
郭
下
辺
が
一
直
線
に
繋
が
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

【
版
下
文
字
・
版
心
】
本
文
部
分
は
、
巻
八
を
境
に
版
下
文
字
が
、
全
く
の
別
筆
に
等
し
い
程
変
化
す
る
。
文
字
の
大
き
さ
も
異
な
り
、

巻
八
～
十
は
、
そ
れ
以
前
の
巻
一
～
七
に
比
べ
て
格
段
と
小
さ
く
な
る
（
図
版
８
と
９
を
比
較
参
照
）
。
目
録
丁
は
、
巻
三
・
四
（
図
版
６
）

が
、
巻
八
以
下
と
同
一
の
書
体
と
な
る
。
ゆ
え
に
、
巻
三
・
四
の
目
録
丁
、
巻
八
～
十
の
版
木
が
、
後
の
補
刻
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
結

論
と
し
て
は
、
全
て
が
原
刻
で
あ
る
。

巻
一
～
七
ま
で
は
、
一
見
一
定
す
る
如
く
に
見
え
る
が
、
文
字
の
大
き
さ
・
文
字
間
隔
を
よ
く
見
る
と
、
区
々
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え

て
、
版
心
が
問
題
と
な
る
（
以
下
図
版
１
を
参
照
）
。
巻
六
は
、
本
文
部
分
が
巻
一
～
五
と
同
一
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
図
版
８
）
、
版

心
だ
け
は
、
巻
八
以
下
の
様
式
を
と
る
。

ま
ず
、
巻
一
～
五
ま
で
は
、
版
心
に
記
載
さ
れ
る
版
心
書
名
の
文
字
が
、
や
や
ゆ
っ
た
り
と
し
た
文
字
間
隔
を
保
つ
の
に
対
し
、
巻
六
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浅井了意の仏書とその周辺（四）（和田）

【
説
話
の
記
載
様
式
｝
こ
れ
は
、
書
誌
解
題
と
は
性
格
を
異
に
す
る
か
ら
、
解
題
に
は
記
載
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
本
項
の
前
後
と

も
関
連
性
が
強
い
の
で
、
こ
こ
に
整
理
し
て
お
く
。
収
載
の
各
説
話
は
、
概
ね
一
話
ご
と
に
出
典
付
け
を
有
す
る
。
こ
れ
は
、
各
話
の
末

尾
に
「
梁
高
僧
伝
二
見
１
」
の
如
く
、
小
書
き
、
あ
る
い
は
割
書
き
で
記
さ
れ
る
一
般
的
な
あ
り
方
。
し
か
し
、
巻
四
の
み
、
標
題
の
下

に
出
典
付
け
を
設
け
る
。
標
題
下
に
記
す
様
式
は
、
私
の
見
る
近
世
初
期
刊
本
の
内
、
元
和
七
年
古
活
字
刊
本
「
釈
門
自
鏡
録
』
が
初
見

で
あ
る
。
こ
れ
の
無
刊
記
整
版
本
は
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
題
祭
の
書
風
に
、
寛
永
正
保
中
刊
の
特
徴
を
有
す
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
了
意

は
こ
れ
を
参
照
し
得
た
こ
と
に
な
る
。
す
る
と
、
本
書
に
は
、
既
成
の
二
つ
の
様
式
が
混
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
版
下
書

き
以
前
の
、
原
稿
段
階
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、
前
項
の
「
版
下
」
・
後
項
の
「
欠
文
」
の
問
題
に
直
結
し
て
い
く
。

【
入
木
】
『
法
林
樵
談
』
巻
一
の
、
内
題
「
三
朝
法
林
樵
談
巻
之
こ
の
内
、
「
三
朝
」
の
二
文
字
が
入
木
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
他
の
巻

の
内
題
に
は
な
い
入
木
で
あ
る
か
ら
、
杜
撰
な
単
純
ミ
ス
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
（
図
版
４
）
・

【
欠
文
】
巻
二
’
二
十
六
は
、
内
容
が
完
全
で
な
く
、
尻
切
れ
ト
ン
ボ
で
終
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
代
わ
り
に
三
行
分
の
余
白
が
設
け
ら

れ
る
（
図
版
５
）
。
当
該
丁
は
、
匡
郭
に
亀
裂
が
な
い
か
ら
、
版
木
を
継
ぐ
等
の
修
訂
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
本
書
は
仏
書
で
あ

る
か
ら
、
当
世
批
判
等
に
よ
る
削
除
命
令
の
故
と
は
考
え
難
い
。

件
の
余
白
が
生
じ
た
理
由
を
、
以
下
の
如
く
に
推
測
を
試
み
た
い
。
ま
ず
、
本
書
は
了
意
最
晩
年
の
著
述
に
当
た
る
た
め
、
原
稿
が
未

完
成
に
近
い
不
備
な
状
態
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
を
校
正
す
る
た
め
の
打
ち
合
せ
を
十
全
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
欠

は
文
字
間
隔
が
き
っ
ち
り
詰
ま
っ
て
い
る
。
書
体
も
巻
八
以
下
に
近
く
、
さ
ら
に
は
、
丁
数
を
記
載
す
る
丁
付
け
の
上
に
横
一
本
の
仕
切

り
線
が
入
る
。
こ
の
仕
切
り
を
入
れ
る
の
は
、
巻
八
～
十
の
様
式
で
あ
る
。

件
の
如
く
、
本
文
と
版
心
で
、
両
方
の
書
体
と
様
式
を
共
有
す
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
補
刻
本
で
な
く
、
全
て
原
刻
本
の
版
木
を
使
用

す
る
も
の
、
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
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け
た
部
分
を
補
わ
な
い
の
は
、
冊
数
が
多
い
の
で
無
理
に
埋
め
な
く
と
も
、
あ
ま
り
目
立
た
な
い
だ
ろ
う
と
の
杜
撰
さ
、
あ
る
い
は
漢
文

を
了
意
独
特
の
和
文
に
改
変
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
相
応
の
校
正
者
を
探
す
必
要
が
あ
り
、
そ
の
手
間
を
惜
し
ん
だ
故
か
。
如
上

の
推
測
は
、
前
項
「
説
話
の
記
載
様
式
」
に
よ
っ
て
も
、
ま
た
補
強
を
得
る
如
く
で
あ
ろ
う
。

よ
し
ん
ば
、
こ
の
欠
落
部
分
が
推
測
ど
お
り
、
原
稿
の
未
完
成
・
校
正
の
不
備
に
よ
る
も
の
な
ら
ば
、
一
見
完
全
に
見
え
る
他
の
没
後

出
版
物
に
も
、
何
ら
か
の
形
で
後
人
の
手
の
加
わ
る
可
能
性
を
予
見
さ
せ
る
。

二
、
編
纂
の
理
念

前
節
に
見
る
原
稿
段
階
の
問
題
点
は
、
自
序
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
自
序
に
は
前
記
の
杜
撰
さ
と
は
全
く
対
極
的
な
、

（
５
）

本
書
編
蟇
の
根
底
に
有
る
作
家
の
崇
高
な
理
念
が
示
さ
れ
る
。
件
の
問
題
点
を
解
く
た
め
、
本
書
の
自
序
を
眺
め
て
い
き
た
い
。

Ｉ
事
本
生
、
幸

普
く
益
す
。

蓋
し
白
馬
東
流
し
、
黄
巻
西
来
し
て
、
典
訓
梢
や
多
く
、
条
類
品
広
し
。
大
教
啓
け
、
総
素
需
ふ
て
、
唱
謂
講
讃
、
都
鄙
洋
々
と
し

て
、
恢
弘
の
盛
ん
な
る
こ
と
や
、
本
朝
如
今
時
な
る
か
な
や
。

夫
れ
、
縣
世
新
旧
の
制
作
、
人
移
し
。
章
疏
、
伝
記
の
籟
三
教
内
外
の
書
、
編
彙
、
積
峡
、
或
は
約
省
虚
乏
、
或
は
出
証
を
置
か
ず
。

殆
ん
ど
道
に
聴
て
塗
に
説
く
が
如
し
。
童
蒙
、
動
も
す
れ
ば
惑
ひ
謡
か
る
。
周
易
に
所
謂
瞥
肩
無
き
者
な
り
と
。

法
林
樵
談
序

貝
葉
貫
華
の
宏
浩
な
る
、
隠
顕
穂
籍
の
玄
猷
、
厭
の
部
百
洛
叉
、
区
別
十
二
分
。
斯
の
中
、
因
縁
書
瞼
、
愚
を
誘
ひ
蒙
を
諭
し
、
本

本
生
、
義
を
談
じ
理
を
談
ず
。
成
な
是
れ
、
妄
識
を
牢
籠
し
、
真
源
を
統
会
す
る
所
以
に
し
て
、
機
熟
し
て
契
当
す
る
則
ん
は
、
皆
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ま
ず
、
第
一
点
め
か
ら
片
づ
け
て
し
ま
お
う
ゞ
引
用
文
の
後
半
、
二
重
波
線
部
の
「
法
林
樵
談
五
集
若
干
の
巻
を
綴
て
」
で
あ
る
。
自

序
の
年
記
を
信
用
す
る
と
し
て
、
貞
享
三
年
の
段
階
で
は
、
作
家
本
人
の
企
画
は
「
五
集
若
干
の
巻
」
だ
っ
た
。
了
意
の
云
う
「
五
集
」

は
、
デ
ビ
ュ
ー
作
「
堪
忍
記
』
の
典
拠
『
迪
吉
録
」
の
如
く
に
、
「
巻
」
単
位
の
上
に
「
集
」
の
単
位
を
設
け
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
だ

ろ
う
か
。
仮
に
二
巻
一
集
と
す
れ
ば
、
当
人
の
云
う
と
お
り
「
五
集
」
に
相
違
な
い
が
、
本
書
は
二
巻
一
類
の
如
き
纏
ま
り
は
な
い
。
加

え
て
、
確
認
伝
本
は
ど
こ
に
も
「
集
」
の
名
称
を
記
さ
な
い
、
単
純
な
十
巻
十
冊
本
に
過
ぎ
な
い
。
す
る
と
、
確
認
伝
本
は
自
序
と
全
き

鮒
嬬
を
露
呈
す
る
も
の
、
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
事
実
に
よ
り
、
前
節
に
述
べ
る
推
測
、
即
ち
本
書
の
原
稿
が
未
完
成
に
近
い
不
備
な
状
態
で
あ
り
、
且
つ
校
正
も
不
十
分
で
あ
っ

た
、
と
の
仮
説
は
さ
ら
な
る
補
強
を
得
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

さ
て
、
次
に
編
蟇
理
念
の
問
題
に
移
り
た
い
。
右
の
序
文
を
注
意
深
く
読
む
と
、
仏
教
そ
れ
自
体
よ
り
も
、
む
し
ろ
仏
書
の
歴
史
に
主

こ
と
を
。
弦
に
謡
て
、
零
倫
を
甘
ん
じ
、
窮
賤
に
潜
れ
て
、
適
情
幽
居
の
暇
、
法
林
樵
談
五
集
若
干
の
巻
を
綴
て
、
以
て
勧
信
侶
導
の

資
け
に
擬
す
。
篇
章
を
定
め
ず
、
類
濤
を
緯
と
せ
ず
。
頗
る
随
筆
に
似
て
、
将
に
亦
孟
浪
な
り
。
但
し
、
読
者
の
容
易
ら
ん
こ
と
を
要

す
る
の
み
。
庶
幾
は
く
は
、
仏
祖
の
報
恩
に
釆
る
。
於
戯
、
鉛
刀
を
礪
ひ
で
、
朽
木
を
彫
り
、
垂
露
を
拾
て
頑
石
を
湿
す
。
属
辞
、
此

の
事
の
疎
密
を
綜
べ
、
源
流
至
到
の
脩
短
を
論
じ
て
、
博
識
洽
聞
に
備
ふ
る
が
如
く
な
る
に
非
ず
と
雛
も
、
亦
た
初
学
の
庸
材
に
補
な

ひ
無
し
と
せ
ん
や
。
矛
駕
ぎ
、
盾
を
誉
て
、
両
難
得
し
て
倶
に
筐
る
者
な
り
と
云
ふ
。

貞
享
三
年
丙
寅
仲
春
上
淀
洛
之
本
性
寺
昭
儀
坊
釈
了
意
誌
自
序

余
、
久
し
き
頃
、
講
芝
の
間
に
傭
仰
し
て
、
歳
云
に
没
ぬ
。
隔
に
知
る
、
彬
々
過
れ
ば
、
陳
迩
と
為
り
、
芸
々
化
し
て
塵
挨
と
為
る

同
扇
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眼
が
置
か
れ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
以
下
、
美
辞
麗
句
に
編
さ
れ
ぬ
よ
う
、
注
意
深
く
解
釈
を
試
み
た
い
。

冒
頭
「
貝
葉
貫
華
の
宏
浩
な
る
」
以
下
は
、
仏
書
の
成
立
期
を
述
べ
た
下
り
で
あ
る
。
仏
教
経
典
は
、
古
く
は
多
羅
の
樹
葉
に
書
か
れ
、

こ
れ
を
今
日
の
書
誌
学
用
語
に
も
「
貝
葉
経
（
典
）
」
と
称
す
る
。
「
貫
華
」
は
、
貝
葉
の
一
葉
ご
と
が
離
れ
ぬ
よ
う
、
穴
を
あ
け
て
紐
を

通
す
装
訂
法
に
因
む
美
辞
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
経
典
類
は
「
百
落
叉
」
と
い
う
膨
大
な
数
に
膨
れ
て
い
き
、
や
が
て
「
十
二
分
経
」
と

呼
ば
れ
る
一
種
の
分
類
法
に
従
っ
て
整
理
さ
れ
る
。
そ
の
分
類
項
目
の
内
、
「
因
縁
譽
嶮
」
「
本
事
本
生
」
は
、
人
々
を
誘
う
す
ば
ら
し
い

手
段
で
あ
る
と
、
第
一
段
は
結
ば
れ
る
。
よ
っ
て
、
初
段
の
主
眼
は
、
仏
教
説
話
（
警
嶮
因
縁
・
本
事
本
生
）
が
早
く
も
仏
典
草
創
期
に
存

在
し
た
事
実
、
且
つ
そ
の
重
要
性
を
引
出
す
と
こ
ろ
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第
二
段
は
、
中
国
伝
来
・
本
朝
伝
来
の
下
り
で
あ
る
。
冒
頭
「
蓋
し
白
馬
東
流
」
云
々
は
、
摩
騰
、
竺
法
蘭
、
二
人
の
梵
僧
が
、
仏
像

経
巻
を
白
馬
に
載
せ
て
仏
教
を
中
国
に
伝
え
た
、
有
名
な
説
話
を
一
句
に
縮
め
た
も
の
。
「
黄
巻
」
と
は
仏
教
経
典
の
意
。
写
経
料
紙
は
、

虫
避
け
の
た
め
に
蘂
の
汁
で
染
め
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
異
名
を
と
る
。
と
も
か
く
、
そ
う
し
た
仏
書
が
我
が
国
に
も
伝
来
し
、
学
問
研
究

や
布
教
が
盛
ん
に
な
っ
た
、
と
い
う
の
が
二
段
の
大
意
で
あ
る
。

次
の
第
三
段
で
は
、
重
要
な
問
題
提
起
が
行
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
仏
書
の
数
は
多
い
も
の
の
、
誤
解
を
招
き
易
い
要
因
が
内
包
さ
れ
る
、

と
の
指
弾
で
あ
る
。
そ
の
難
点
と
は
「
約
省
虚
乏
、
或
は
出
証
を
置
か
」
な
い
点
に
あ
る
、
と
い
う
。
こ
れ
は
再
三
旧
稿
に
論
じ
た
、
了

（
６
）

意
の
了
意
た
る
問
題
点
で
あ
る
か
ら
後
に
讓
り
、
解
釈
を
急
ぎ
た
い
。

最
後
の
第
四
段
は
、
お
決
り
の
「
了
意
節
」
と
で
も
呼
べ
そ
う
な
、
我
が
身
の
不
遇
を
嘆
き
つ
つ
、
本
書
の
編
集
目
的
を
述
べ
た
下
り

か
く
て
、
本
書
の
自
序
は
、
仏
書
の
歴
史
を
考
え
、
理
想
的
な
因
縁
集
の
将
来
像
を
開
陳
す
る
。
右
に
見
る
流
麗
な
歴
史
的
事
象
の
列

挙
中
、
異
質
な
も
の
と
し
て
浮
き
上
が
る
の
が
、
第
三
段
で
あ
る
。
第
三
段
は
、
言
い
方
を
変
え
る
な
ら
ば
、
仏
書
に
は
出
証
を
置
く
べ

で
あ
る
。
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き
だ
、
と
の
主
張
に
な
る
。
第
一
段
に
、
仏
書
の
十
二
分
類
か
ら
譽
嶮
因
縁
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
の
だ
か
ら
、
こ
こ
に
い
う
仏
書
と
は

「
因
縁
集
」
の
類
、
国
文
学
に
い
う
「
仏
教
説
話
集
」
を
直
撃
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

一
般
に
「
証
」
を
置
く
と
は
、
一
つ
の
説
話
に
、
そ
れ
が
経
文
の
ど
こ
に
合
致
す
る
の
か
を
明
し
、
経
文
を
引
用
す
る
こ
と
を
い
う
。

し
か
し
、
了
意
は
「
証
」
に
「
出
」
の
文
字
を
足
し
て
「
出
証
」
と
い
う
か
ら
、
「
文
」
と
の
合
法
の
み
な
ら
ず
、
説
話
の
持
つ
近
世
的

な
証
拠
正
し
さ
、
即
ち
出
典
名
の
明
記
を
も
指
し
し
め
す
こ
と
は
、
旧
稿
に
再
三
論
じ
た
如
く
で
あ
る
。
そ
し
て
、
出
典
書
名
が
必
要
に

（
６
）

な
る
の
は
、
仏
教
界
に
あ
っ
て
は
、
儒
仏
論
争
が
契
機
と
な
る
こ
と
を
も
再
三
再
四
述
べ
て
き
た
。

実
を
い
う
と
、
こ
の
第
三
段
の
問
題
提
起
は
、
既
に
第
一
段
か
ら
匂
わ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
第
一
段
で
、
仏
の
方
便
に
よ
っ
て

導
か
れ
る
先
を
「
真
源
」
と
云
い
、
且
つ
仏
の
心
に
頷
き
を
得
る
こ
と
を
「
契
当
」
と
云
う
。
「
真
源
」
「
契
当
」
を
、
真
宗
風
に
言
い
換

ぎ
や
く
と
く

え
る
な
ら
ば
、
「
如
来
さ
ま
」
「
信
心
獲
得
」
の
二
語
に
相
当
し
よ
う
か
。
了
意
が
、
も
っ
て
回
っ
た
よ
う
な
言
い
方
を
す
る
の
は
、
序

文
の
持
つ
様
式
的
規
制
や
街
学
性
を
越
え
て
、
本
書
編
纂
の
根
底
に
関
わ
る
、
あ
る
種
の
理
念
が
吐
露
さ
れ
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
筆
者
は
ど
う
し
て
も
こ
こ
に
、
あ
る
古
典
的
名
著
の
一
節
を
想
起
し
た
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
宗
密
の
『
原
人
論
」
の
、

そ
の
名
も
直
顕
真
源
第
三
で
あ
る
。
即
ち
「
故
に
須
く
行
は
仏
行
に
依
り
、
仏
心
に
契
ひ
、
本
に
返
り
、
源
に
還
り
て
凡
習
を
断
除
す
べ

（
７
）

し
」
の
一
節
で
あ
る
。
直
顕
真
源
第
三
は
『
原
人
論
」
の
根
幹
に
相
当
す
る
。
標
題
と
引
用
箇
所
と
に
、
「
真
源
」
「
契
」
の
二
語
に
一

致
を
見
出
す
が
、
了
意
の
い
う
「
妄
識
」
、
即
ち
妄
想
の
問
題
は
引
用
箇
所
の
直
前
に
控
え
、
さ
ら
に
仏
教
的
心
理
学
に
相
当
す
る
「
識
」

そ
れ
に
も
ま
し
て
、
「
原
人
論
」
は
、
儒
・
仏
・
道
、
三
教
の
関
係
を
冒
頭
に
掲
げ
、
仏
教
擁
護
（
護
法
）
と
し
て
の
三
教
一
致
説
を

主
張
す
る
、
有
名
な
古
典
な
の
で
あ
る
。
か
つ
、
了
意
自
身
も
ま
た
宗
密
の
著
作
中
、
殊
に
護
法
色
の
強
い
「
孟
蘭
盆
経
疏
新
記
」
の
注

釈
「
孟
蘭
盆
経
疏
新
記
直
講
」
を
著
し
て
い
る
。
「
原
人
論
」
は
寛
永
十
三
年
に
有
刊
記
整
版
本
、
注
釈
「
原
人
論
紗
」
は
寛
永
十
六
年

蚊
を
見
出
す
が
、
了
意
の
い
う（

８
）

の
問
題
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
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件
の
如
く
解
釈
を
試
み
る
な
ら
ば
、
第
三
段
の
問
題
提
起
は
、
既
に
巻
頭
か
ら
巧
妙
な
伏
線
が
敷
か
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
見
る

護
法
運
動
と
し
て
の
三
教
一
致
説
の
称
揚
は
、
本
書
の
巻
一
’
一
「
原
道
」
に
よ
っ
て
、
本
格
的
に
展
開
さ
れ
る
。
「
原
道
」
は
、
「
道
を

（
９
）

た
ず
ぬ
」
と
訓
読
す
る
こ
と
が
で
き
、
現
代
語
に
訳
す
る
な
ら
ば
「
道
と
は
何
で
あ
る
か
」
と
な
る
。

つ
ま
り
、
本
書
編
纂
の
理
念
は
、
護
法
運
動
を
基
調
と
す
る
三
教
一
致
説
の
称
揚
、
加
え
て
こ
れ
の
現
成
を
促
す
べ
き
新
し
い
タ
イ
プ

の
因
縁
集
の
創
造
に
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

等
々
、
近
世
前
期
に
複
数
の
刊
行
を
見
る
。
ゆ
え
に
、
了
意
が
「
真
源
」
「
契
当
」
と
、
さ
ら
り
と
言
っ
て
の
け
る
背
景
に
は
、
宗
密
の

著
作
が
控
え
る
、
と
考
え
た
い
。
す
る
と
、
第
一
段
の
「
成
な
是
れ
」
以
下
の
通
釈
に
、
三
教
一
致
説
と
真
宗
的
思
考
を
加
味
す
れ
ば
、

（
数
あ
る
釈
尊
の
御
遺
教
の
中
に
も
、
比
嶮
因
縁
こ
そ
は
）
す
べ
て
、
人
間
の
持
つ
妄
想
と
い
う
「
識
」
の
邪
な
作
用
を
封
じ
込
め

て
、
（
儒
教
道
教
が
各
々
別
々
に
説
く
）
「
真
源
」
を
、
（
あ
た
か
も
小
河
の
流
れ
が
大
海
に
合
流
す
る
如
く
に
、
真
実
ま
こ
と
の
大
悲

の
親
様
の
願
い
の
海
に
）
続
く
会
せ
ん
が
た
め
の
お
用
き
で
あ
っ
て
、
誰
し
も
機
が
熟
し
て
（
如
来
様
の
本
願
に
）
頷
き
を
頂
戴
す
る

そ
の
時
、
一
切
衆
生
は
皆
普
く
（
摂
取
不
捨
の
利
益
に
）
益
せ
ら
れ
る
（
誠
に
本
願
成
就
の
時
節
と
云
う
べ
き
で
あ
り
ま
す
）

四
、
「
仏
法
神
変
集
』
か
ら
の
飛
躍

本
書
は
、
全
二
百
二
十
二
条
で
構
成
さ
れ
る
。
巻
一
の
構
成
を
見
る
な
ら
ば
、
巻
一
’
一
「
原
道
」
、
二
「
仏
法
ノ
震
旦
将
来
」
、
三

「
摩
騰
法
蘭
ノ
伝
」
、
四
「
釈
道
比
較
」
、
五
「
仏
法
前
漢
ノ
世
二
在
り
」
、
六
「
安
清
世
高
ノ
伝
」
、
七
「
呉
ノ
康
僧
会
」
と
続
く
。
件
の

あ
り
方
は
、
説
話
世
界
に
お
け
る
仏
教
史
の
典
型
に
相
当
す
る
。
こ
れ
を
書
物
の
世
界
に
見
る
な
ら
ば
、
「
法
苑
珠
林
』
・
『
太
平
広
記
」

の
親
様
の
願
い
の
海
に
）
拝

そ
の
時
、
一
切
衆
生
は
皆
兼

と
の
通
釈
が
可
能
に
な
ろ
う
。
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さ
て
、
巻
二
は
、
一
「
日
本
仏
法
伝
来
」
、
二
「
本
朝
仏
法
弘
興
」
、
三
「
聖
徳
太
子
ノ
伝
」
の
三
条
が
冒
頭
に
置
か
れ
る
。
第
四
条
以

下
は
、
三
国
の
説
話
が
入
り
乱
れ
る
。
巻
五
で
は
、
釈
迦
・
老
子
・
孔
子
の
伝
記
を
収
載
し
、
再
び
三
教
一
致
の
問
題
に
立
ち
戻
る
。

こ
れ
に
見
る
説
話
配
列
は
、
『
法
苑
珠
林
」
な
ど
先
行
の
様
式
に
倣
い
つ
つ
、
説
話
を
類
聚
・
配
列
す
る
こ
と
に
よ
り
、
仏
教
史
を
描

か
ん
と
す
る
意
図
を
示
す
。
世
に
霊
仏
と
呼
ば
れ
る
、
放
光
・
治
病
等
の
霊
験
を
発
現
す
る
仏
像
の
伝
を
載
せ
る
こ
と
は
、
教
説
や
物
品

の
み
な
ら
ず
、
仏
の
命
も
ま
た
三
国
に
伝
来
す
る
こ
と
を
示
す
、
極
め
て
有
効
な
手
段
と
な
ろ
う
。

こ
こ
に
改
め
て
、
近
世
仏
書
の
山
を
か
き
分
け
て
、
本
書
に
先
行
す
る
同
一
様
式
の
因
縁
集
を
探
し
て
い
く
と
、
寛
文
元
年
刊
「
仏
法

神
変
集
』
（
十
巻
十
冊
）
に
行
き
当
た
る
。
両
者
を
比
較
す
る
こ
と
は
、
い
と
も
簡
単
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
本
書
が
近
世
通
俗
仏
書
の
流

れ
に
お
い
て
、
い
か
な
る
地
点
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
全
く
わ
か
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
紙
幅
を
気
遣
い
な
が
ら
も
迂
回
を
試
み
た
い
。

そ
も
そ
も
、
刊
本
書
誌
学
に
お
い
て
、
真
宗
の
善
本
と
い
え
ば
、
早
く
も
文
明
五
年
に
開
版
の
「
正
信
偶
井
に
三
帖
和
讃
」
、
天
文
年
間

証
如
上
人
御
判
「
御
文
章
」
な
ど
、
仮
名
書
き
の
古
刊
本
が
想
起
さ
れ
て
く
る
。
力
強
い
片
仮
名
文
字
の
版
面
、
全
体
の
ゆ
っ
た
り
と
し

た
印
象
は
、
ど
こ
か
し
ら
古
刊
の
お
っ
と
り
と
し
た
風
情
を
伝
え
て
く
れ
る
。

近
世
期
に
も
、
件
の
様
式
が
継
承
さ
れ
て
い
く
が
、
次
第
に
格
調
を
失
っ
て
い
く
（
図
版
Ⅳ
）
。
そ
し
て
、
近
世
期
に
お
い
て
最
も
重
要

な
事
柄
は
、
件
の
様
式
が
、
聖
教
と
勤
行
用
の
本
（
特
装
・
並
装
共
）
に
の
み
聖
な
る
様
式
と
し
て
継
承
さ
れ
、
新
作
の
通
俗
仏
書
に
は
、

（
皿
）

ら
を
ご
参
照
頂
き
た
い
。

な
ど
、
類
書
の
領
域
に
ほ
ぼ
共
通
し
て
存
在
す
る
配
列
様
式
で
あ
る
。

実
を
い
う
と
、
「
法
林
樵
談
』
の
典
拠
は
概
ね
『
太
平
広
記
』
と
『
法
苑
珠
林
」
と
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
ほ
か
、
デ
ビ
ュ

ー
作
『
堪
忍
記
」
の
典
拠
『
迪
吉
録
』
を
も
利
用
す
る
が
、
数
量
に
お
い
て
は
補
完
的
な
存
在
と
な
る
。
ま
た
、
日
本
の
説
話
は
概
ね

「
元
亨
釈
害
』
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
一
話
ご
と
の
具
体
的
典
拠
を
提
示
す
べ
き
で
あ
る
が
、
諸
般
の
事
情
か
ら
別
稿
と
し
た
の
で
、
そ
ち
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学
事
興
隆
の
気
運
高
ま
る
寛
文
元
年
、
双
郭
木
記
の
刊
記
を
付
け
て
刊
行
さ
れ
た
の
が
『
仏
法
神
変
集
』
で
あ
っ
た
。
そ
の
構
成
は
、

巻
一
’
一
「
震
旦
国
へ
始
メ
テ
仏
法
渡
リ
シ
事
」
こ
れ
に
付
属
し
て
「
漢
ノ
明
帝
ノ
御
事
」
「
釈
摩
騰
ノ
事
」
「
竺
法
蘭
ノ
事
」
、
二
「
日

本
国
へ
始
メ
テ
仏
法
渡
リ
シ
事
」
「
聖
徳
太
子
ノ
御
事
」
と
続
い
て
い
く
。
全
巻
に
収
載
さ
れ
る
説
話
は
、
概
ね
「
梁
高
僧
伝
』
等
を
原

拠
と
す
る
中
国
典
拠
で
あ
り
、
内
容
は
「
神
変
奇
瑞
」
の
内
題
に
示
さ
れ
る
如
く
、
極
め
て
伝
奇
性
に
富
む
内
容
を
有
す
る
。
ま
た
、

各
々
の
説
話
に
「
寛
文
元
年
マ
デ
○
年
二
成
ル
也
」
と
注
記
を
入
れ
る
。
こ
れ
を
辿
る
と
、
若
干
の
ズ
レ
は
あ
る
も
の
の
、
古
い
話
か
ら

寛
文
元
年
に
近
い
話
へ
と
、
順
序
立
て
て
配
列
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
書
物
も
ま
た
、
説
話
の
類
聚
を
以
て
仏
教
の
東
漸
を
描
か
ん
と
す
る
意
図
の
下
に
成
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
寛
永

か
ら
了
意
活
躍
の
寛
文
期
ま
で
、
前
記
の
性
格
を
具
え
る
新
作
の
通
俗
仏
書
の
存
在
を
見
な
い
。
ゆ
え
に
、
通
俗
仏
書
の
歴
史
に
お
い
て

（
胆
）

行
形
態
は
無
刊
記
本
で
あ
る
。

も
う
二
度
と
使
用
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

寛
永
二
十
年
南
輪
堂
刊
本
『
万
法
蔵
讃
紗
』
は
、
私
の
見
る
有
刊
記
本
の
近
世
通
俗
仏
書
の
内
、
一
番
早
く
に
刊
行
さ
れ
た
、
真
宗
の

（
ｕ
）

通
俗
仏
書
で
あ
る
。
こ
の
版
面
は
、
刊
本
一
般
に
見
ら
れ
る
書
体
と
、
真
宗
聖
教
独
特
の
仮
名
文
字
と
が
混
ざ
り
合
う
、
通
俗
仏
書
に
お

け
る
中
世
か
ら
近
世
へ
、
を
示
す
こ
の
時
期
唯
一
の
事
例
で
あ
る
（
図
版
垣
。
し
か
し
、
以
後
な
ぜ
か
新
作
の
真
宗
通
俗
仏
書
そ
れ
自
体
、

ぱ
た
り
と
出
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

そ
の
理
由
は
さ
て
お
き
、
変
わ
っ
て
登
場
し
て
く
る
の
が
、
明
暦
元
年
刊
本
『
正
信
偶
科
紗
』
な
ど
、
い
か
に
も
漢
字
の
版
下
文
字
が

よ
く
お
似
合
い
の
、
厳
め
し
い
真
宗
学
書
の
群
落
で
あ
る
。
こ
う
し
た
真
宗
学
書
は
、
賊
文
の
み
の
無
刊
記
本
が
多
い
。
例
え
ば
、
恵
雲

の
「
興
御
書
紗
』
（
万
治
三
年
賊
）
、
同
『
歎
徳
紗
」
（
寛
文
元
年
賊
）
な
ど
、
そ
の
好
例
に
当
た
る
。
い
っ
て
み
れ
ば
、
庶
民
に
優
し
く
語

り
か
け
た
筈
の
真
宗
聖
教
に
、
「
科
注
」
「
紗
」
と
い
う
、
当
代
仏
教
学
の
堅
い
機
が
被
せ
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
書
物
の
刊
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16．『万法蔵讃紗』（国文学研究資料館所蔵）

蕊

17．近世の一般的な真宗聖教の一例

寛文四年刊本「真宗用意」（和lll恭幸所戯
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ツ
プ
サ

ト
キ
キ
カ
セ

キ
ク
〃
７
１
Ｊ
，
，
，
，
，
ｊ
ｊ
７
ｊ
ｊ
ｌ
ｌ
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ
ｌ

具
二
世
高
ノ
縁
起
ヲ
人
々
二
説
聞
ケ
レ
バ
、
聰
人
感
ゼ
ヌ
ハ
ナ
カ
リ
ヶ
リ

と
結
ば
れ
る
。
波
線
部
に
見
る
「
感
ゼ
ヌ
ハ
ナ
カ
リ
ケ
リ
」
は
、
説
教
な
ら
ぬ
説
経
浄
瑠
璃
を
想
起
さ
せ
る
文
体
で
あ
る
。
和
刻
本
に
も

あ
れ
、
難
し
い
漢
文
の
本
を
読
む
こ
と
は
、
寛
永
年
間
に
漸
く
檀
林
の
誕
生
茜
本
願
寺
）
を
見
た
真
宗
坊
主
に
と
っ
て
、
や
は
り
当
世

（
喝
）

風
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
を
人
に
読
ま
せ
、
聞
か
せ
る
和
解
の
段
階
で
は
、
全
く
異
質
な
位
相
に
、
質
的
変
換
を

計
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
見
る
典
拠
と
和
解
の
如
何
と
も
し
難
い
落
差
は
、
先
の
「
万
法
蔵
讃
紗
」
に
見
る
版
面
の
混
乱
と
同
様
、
あ
る
種

の
過
渡
的
状
況
を
示
す
も
の
で
は
な
い
か
。
混
迷
の
度
合
い
が
、
漸
く
版
面
レ
ベ
ル
か
ら
内
容
レ
ベ
ル
に
ス
ラ
イ
ド
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
見
る
、
混
沌
と
し
た
混
乱
と
分
裂
を
越
え
た
と
こ
ろ
に
、
「
法
林
樵
談
」
の
成
立
を
見
る
の
で
あ
る
。

と
あ
り
、
末
尾
は
さ
ら
に
、

は
、
「
仏
法
神
変
集
」
の
地
点
か
ら
「
法
林
樵
談
」
の
レ
ベ
ル
へ
と
、
伝
記
的
か
つ
伝
奇
的
な
因
縁
集
が
飛
翔
し
た
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
「
仏
法
神
変
集
」
の
作
者
智
満
に
つ
い
て
の
一
切
は
未
詳
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
書
に
見
る
「
本
朝
二
仏
法
繁
昌
ノ
由
緒
ヲ
尋

ヌ
ル
｜
こ
「
聖
徳
太
子
ノ
御
事
ハ
（
中
略
）
仏
法
繁
昌
ノ
開
基
也
」
（
巻
一
’
二
）
等
の
如
く
、
仏
教
興
隆
の
有
様
を
「
仏
法
繁
昌
」
と
云
う
。

こ
れ
は
、
真
宗
の
説
教
に
最
も
常
套
的
な
表
現
で
あ
る
か
ら
、
本
書
を
真
宗
の
通
俗
仏
書
に
入
れ
て
お
き
た
い
。

さ
て
、
「
仏
法
神
変
集
」
は
中
国
典
拠
な
が
ら
、
漢
文
を
焼
き
直
し
て
で
き
あ
が
っ
た
文
章
は
、
見
事
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
珍
妙
で

す
ら
あ
る
。
例
え
ば
、
巻
二
’
一
「
世
高
ノ
事
付
タ
リ
前
世
ノ
因
果
遁
レ
難
キ
事
」
の
冒
頭
は
、

サ
イ
イ
キ
ア
ン
ゾ
ク
コ
ク
ワ
ウ
ヲ
ン

ア
ン
セ
イ
ア
ザ
ナ
セ
イ
カ
カ
イ
ト
ケ
ナ
チ
、
ハ
、
カ
ウ
カ
ウ

西
域
、
安
息
国
王
ノ
御
太
子
ヲ
バ
、
名
ハ
安
清
、
字
ハ
世
高
卜
申
シ
奉
リ
ケ
ル
。
幼
キ
御
時
ョ
リ
父
母
二
孝
行
ニ
ヲ
ハ
シ
ケ
レ

ヲ
ン
テ
ウ
ア
イ

コ
ト
ナ
イ
デ
ン
ゲ
テ
ン
レ
キ
シ
ョ
ヰ
ジ
ュ
ッ
イ
タ
ル

ッ
ウ
ダ
ッ
、
く
く
く
く
く
く
！
！
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

バ
、
父
母
ノ
御
寵
愛
ハ
カ
ギ
リ
ナ
シ
。
殊
二
、
内
典
・
外
典
・
暦
耆
・
医
術
二
至
マ
デ
、
通
達
シ
玉
ハ
ヌ
ハ
ナ
カ
リ
ケ
リ
。
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①
「
樵
談
」
一
巻
・
芥
川
丹
丘
作
（
伝
存
未
詳
／
近
世
漢
学
者
著
述
目
録
大
成
に
よ
る
）

②
『
樵
談
」
一
冊
・
蕊
園
主
人
作
・
写
（
国
会
図
書
館
／
「
漱
芳
閣
叢
書
料
」
四
）

③
『
樵
談
」
一
冊
・
写
（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
／
宮
内
庁
書
陵
部
「
片
玉
集
」
七
三

④
『
樵
談
記
』
一
冊
・
正
徹
作
・
写
（
国
会
図
書
館
）

⑤
「
樵
談
記
』
一
冊
・
写
（
内
閣
文
庫
「
墨
海
山
筆
」
二
○
）

⑥
「
樵
談
治
要
」
一
冊
・
一
条
兼
良
作
・
写
刊
（
写
・
刊
本
と
も
複
数
伝
存
）

⑦
「
樵
談
明
鏡
」
五
巻
三
冊
・
写
（
無
窮
会
図
書
館
平
沼
文
庫
）

⑧
『
樵
談
問
答
」
一
冊
・
写
（
宮
内
庁
書
陵
部
）

①
「
法
林
章
」
二
十
巻
・
奈
良
町
現
在
一
切
経
目
録
州

②
「
法
林
輯
要
」
四
巻
四
冊
・
懐
玉
道
温
作
・
宝
永
元
年
刊
・
黄
檗
宗

③
「
法
林
灼
見
」
四
冊
・
写
（
旧
蓬
左
↓
伝
存
未
詳
）

④
「
法
林
墨
華
』
二
巻
・
大
谷
派
本
願
寺
（
東
本
願
寺
）
編
・
明
治
二
十
三
年
刊
・
浄
土
真
宗

五
、
書
名
の
検
討

『
法
林
樵
談
』
な
ｚ

（
皿
）

書
総
目
録
」
と
『
仏
聿

▲ 【
樵
談
】

【
法
林
】

な
る
書
名
は
、
元
禄
期
以
前
の
仏
書
刊
本
に
は
類
例
を
見
な
い
。
以
下
は
、
「
法
林
」

『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
『
新
慕
禅
籍
目
録
』
に
類
例
を
求
め
て
み
た
結
果
で
あ
る
。

と
「
樵
談
」
と
に
分
解
し
、
「
国
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⑨
『
算
法
天
元
樵
談
集
』
『
同
追
加
』
（
一
名
「
算
法
樵
談
集
」
）
二
巻
二
冊
・
中
村
政
栄
作
・
元
禄
十
五
年
刊
（
複
数
伝
存
）

⑩
『
算
法
樵
談
九
好
演
段
』
一
冊
・
鎌
田
俊
清
作
・
写
（
学
士
院
・
東
京
大
学
附
属
図
書
館
）

⑪
『
算
法
樵
談
集
答
術
」
一
冊
・
写
（
東
北
大
学
附
属
図
書
館
）

⑫
『
算
法
天
元
樵
談
答
術
』
一
冊
・
写
（
学
士
院
）

⑬
『
山
家
樵
談
』
一
冊
・
松
下
鳩
台
作
・
写
（
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
等
）
＊
三
河
に
関
す
る
随
筆

⑭
「
和
歌
樵
談
」
一
冊
・
飛
鳥
井
雅
豊
作
・
写
（
宮
内
庁
書
陵
部
）

さ
て
、
「
法
林
」
は
、
か
の
檀
王
法
林
寺
の
名
に
よ
っ
て
な
じ
み
深
い
語
句
の
如
く
で
あ
る
が
、
書
名
と
し
て
の
用
例
は
極
稀
で
あ
る
。

①
の
『
法
林
章
」
は
、
本
稿
に
は
論
外
の
も
の
と
し
て
除
外
。
次
の
②
「
法
林
輯
要
」
は
、
『
法
林
樵
談
』
よ
り
後
代
の
成
立
な
が
ら
、

書
名
に
つ
い
て
の
説
明
を
具
え
る
。
件
の
書
名
は
、
『
法
苑
珠
林
」
の
抜
粋
・
抄
録
的
な
内
容
を
有
す
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
但
し
、
当

初
『
珠
林
輯
要
』
と
し
て
い
た
の
を
、
出
版
に
際
し
て
『
法
林
輯
要
』
に
改
名
し
た
の
だ
と
い
う
。
こ
れ
に
見
る
、
典
拠
『
法
苑
珠
林
』

を
基
軸
と
す
る
「
珠
林
」
か
ら
「
法
林
」
へ
の
変
更
は
、
極
め
て
示
唆
に
富
む
も
の
で
は
な
い
か
。

『
法
林
樵
談
」
も
ま
た
『
法
苑
珠
林
」
の
強
い
影
響
下
に
あ
る
。
ゆ
え
に
、
件
の
書
名
に
も
影
響
力
の
及
ぶ
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

本
書
の
場
合
、
意
味
の
上
か
ら
「
法
林
」
・
「
樵
談
」
と
、
二
つ
に
区
切
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
『
法
苑
珠
林
』
も
「
法
苑
」
・

「
珠
林
」
と
分
け
て
み
る
。
す
る
と
、
「
法
苑
」
か
ら
「
法
林
」
、
即
ち
「
苑
」
か
ら
「
林
」
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

で
は
、
「
苑
」
↓
「
林
」
の
変
更
に
、
い
か
な
る
背
景
が
求
め
ら
れ
よ
う
か
。
ま
ず
、
「
林
」
は
禅
宗
の
「
禅
林
」
「
叢
林
」
の
如
く
、

修
行
の
道
場
、
止
法
の
住
処
、
簡
単
に
は
「
お
寺
」
と
し
て
の
意
味
合
い
を
持
つ
。
一
方
、
了
意
の
所
属
宗
派
で
あ
る
真
宗
の
『
浄
土
和

（
賜
）

讃
』
に
は
、
「
宝
林
宝
樹
微
妙
音
、
自
然
清
和
ノ
伎
楽
ニ
テ
、
哀
腕
雅
亮
ス
グ
レ
タ
リ
、
清
浄
楽
ヲ
帰
命
セ
ョ
」
と
歌
わ
れ
る
。
こ
れ
は

極
楽
浄
土
の
荘
厳
を
讃
え
る
内
容
で
、
件
の
「
宝
林
」
に
清
風
が
吹
込
む
と
素
晴
ら
し
い
音
楽
と
な
る
、
と
い
う
。
つ
ま
り
、
お
浄
土
の
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定
さ
れ
る
。

よ
っ
て
、
仏
教
語
の
世
界
で
は
、
山
・
川
の
合
い
言
葉
の
如
く
、
「
園
（
苑
こ
と
い
え
ば
「
林
」
と
応
え
る
、
類
想
的
連
動
性
で
結
ば

れ
る
こ
と
に
な
る
。
な
れ
ば
、
本
書
の
書
名
も
同
様
に
、
「
法
苑
」
に
対
す
る
「
法
林
」
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

次
に
、
下
半
分
の
「
樵
談
」
に
移
り
た
い
。
右
一
覧
の
内
、
①
～
⑧
迄
が
書
名
そ
れ
自
体
、
あ
る
い
は
書
名
の
頭
に
「
樵
談
」
の
二
文

字
を
据
え
る
も
の
。
▲
以
下
の
⑨
～
⑭
迄
が
書
名
の
下
半
分
、
あ
る
い
は
中
程
に
据
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
一
覧
に
明
ら
か
な
如
く
、

本
書
に
先
行
す
る
書
物
は
、
一
条
兼
良
作
「
樵
談
治
要
』
し
か
存
在
し
な
い
。
と
、
同
時
に
了
意
の
選
択
範
囲
も
、
こ
れ
一
作
の
み
に
限

「
林
」
は
、
阿
弥
陀
仏
を
讃
歎
す
る
音
の
鳴
る
場
所
、
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
加
え
て
、
「
苑
」
↓
「
林
」
の
関
係
に
は
、
あ
る
種
の
類
想
的
連
動
性
す
ら
見
ら
れ
る
。
「
苑
」
と
両
用
に
使
用
さ
れ
る
「
園
」

を
も
加
え
て
経
典
類
を
見
る
な
ら
ば
、
「
お
自
我
偶
」
の
名
で
愛
称
さ
れ
る
「
妙
法
蓮
華
経
如
来
寿
量
品
第
十
六
」
の
偶
に
、
「
我
此
士
安

穏
、
天
人
常
充
満
、
園
林
諸
堂
閣
、
種
種
宝
荘
厳
」
の
如
く
、
「
園
林
」
の
字
句
を
見
る
。
ま
た
、
自
我
偶
と
並
ん
で
愛
称
さ
れ
る
「
神

力
品
」
こ
と
「
妙
法
蓮
華
経
如
来
神
力
品
第
二
十
こ
に
は
、
「
若
園
中
、
若
林
中
、
若
於
樹
下
」
の
、
非
常
に
有
名
な
下
り
が
あ
る
。

こ
こ
に
も
、
「
園
」
か
ら
「
林
」
へ
と
速
や
か
な
連
動
を
見
る
。
さ
ら
に
、
「
維
摩
経
」
は
一
層
顕
著
で
、
「
総
持
之
園
苑
、
無
漏
法
林
樹
」

近
世
初
期
刊
本
に
お
い
て
、
一
条
兼
良
作
と
い
え
ば
、
伝
兼
良
作
に
も
あ
れ
真
っ
先
に
寛
永
四
年
古
活
字
刊
本
『
語
園
』
が
想
起
さ
れ

よ
う
。
そ
し
て
、
『
語
園
」
と
云
え
ば
、
了
意
作
の
『
新
語
園
」
が
想
起
さ
れ
て
当
然
で
あ
る
。
か
つ
『
樵
談
治
要
』
は
、
儒
・
仏
・
道

の
三
教
一
致
が
と
り
上
げ
ら
れ
る
の
だ
か
ら
、
本
書
『
法
林
樵
談
」
と
極
め
て
即
応
し
た
位
相
に
存
在
す
る
。

こ
こ
に
お
い
て
、
「
語
園
」
に
対
す
る
「
新
語
園
」
、
「
樵
談
治
要
』
に
対
す
る
「
法
林
樵
談
」
と
、
両
一
対
の
関
係
を
見
出
す
こ
と
が

可
能
と
な
る
。
但
し
、
「
新
語
園
』
の
「
新
」
に
相
当
す
る
部
分
は
、
た
だ
一
作
に
の
み
続
く
「
新
」
で
な
く
、
「
法
苑
」
に
続
く
べ
き

と
、
対
句
形
式
に
な
っ
て
い
る
。
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一
方
、
了
意
の
著
述
全
体
に
お
い
て
は
、
極
め
て
了
意
的
な
追
随
作
の
一
群
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
了

意
研
究
に
お
い
て
、
仏
書
の
範
嬬
な
が
ら
も
追
随
作
が
新
た
に
一
作
増
え
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
本
書
は
最
晩
年
の
、
し
か
も
仏
書

で
あ
る
か
ら
、
作
家
自
身
の
創
意
が
多
分
に
存
在
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
一
条
兼
良
作
に
追
随
す
る
の
は
、
本
書
を
入
れ
て
合
計
二
作
と
な
る
。
そ
こ
に
は
単
純
な
追
随
を
越
え
た
、
何
か
し
ら
作

家
の
自
負
が
込
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
「
零
浦
を
甘
ん
じ
窮
賤
に
潜
れ
て
」
の
一
節
に
ヒ
ン
ト
が
有
ろ
う
か
。
し
か
し
乍
ら
、
紙
幅

も
用
意
も
尽
き
た
の
で
、
件
の
問
題
は
更
な
る
考
証
を
重
ね
て
、
別
稿
に
お
く
り
た
い
。

在
す
る
。

さ
て
、
以
上
の
如
く
、
書
誌
学
的
観
点
か
ら
『
法
林
樵
談
」
を
評
す
る
な
ら
ば
、
杜
撰
の
感
を
免
れ
得
な
い
書
物
と
述
べ
る
ほ
か
な
い
。

そ
れ
は
、
本
書
の
出
版
過
程
に
お
い
て
、
作
家
の
衰
弱
と
死
去
に
よ
る
諸
々
の
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
様
相
を
推
測
さ
せ
る
。
件
の
推
測
に

立
脚
す
る
な
ら
ば
、
他
の
了
意
没
後
の
諸
作
品
に
対
し
て
も
、
後
人
の
介
在
な
ど
、
一
応
の
疑
い
を
以
て
見
る
必
要
性
が
生
じ
る
。

内
容
の
面
に
お
け
る
本
書
の
位
置
づ
け
は
、
近
世
通
俗
仏
書
・
了
意
の
著
述
全
体
の
、
二
系
統
に
お
い
て
考
え
た
。
前
者
に
お
け
る
本

書
は
、
真
宗
の
近
世
前
期
に
見
る
因
縁
集
の
混
沌
と
し
た
状
況
（
「
仏
法
神
変
集
」
に
見
る
典
拠
と
和
解
の
落
差
）
を
克
服
す
る
、
近
世
前
期

を
締
め
括
る
べ
き
優
れ
た
発
展
形
態
に
位
置
す
る
。
ま
た
、
編
蟇
の
根
底
に
は
、
宗
密
に
見
る
護
法
精
神
に
も
倣
う
、
高
度
な
理
念
が
存

「
法
林
」
と
い
う
、
二
重
の
意
味
が
込
め
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

一
ハ
、

－256－



浅井了意の仏書とその周辺（四）（和田）

【
補
注
一

（
１
）
封

（
６
）
旧
稿
「
「
伽
蝉
子
」
考
ｌ
序
文
釈
義
」
（
平
成
六
年
ぺ
り
か
ん
社
発
行
「
見
え
な
い
世
界
の
文
学
誌
」
所
収
）
・
同
「
浅
井
了
意
の
仏
書
と
そ
の
周

辺
」
・
「
同
（
二
）
」
（
平
成
八
・
十
年
発
行
「
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
」
躯
・
別
号
）
な
ど
。

（
７
）
万
治
四
年
刊
本
「
科
注
原
人
論
発
微
録
」
を
底
本
と
し
た
。

（
８
）
宗
密
の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
は
華
厳
教
学
で
あ
り
（
大
内
青
祷
著
「
原
人
論
講
義
」
〈
大
正
四
年
十
四
年
光
融
館
発
行
〉
を
参
照
）
、
「
原
人
論
」
に

も
華
厳
教
学
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。
切
唯
心
造
」
の
文
に
関
わ
る
、
「
識
」
お
よ
び
「
妄
想
」
の
問
題
が
論
じ
ら
れ
る
。

（
９
）
か
っ
て
松
田
修
氏
は
「
法
林
樵
談
」
巻
一
’
一
「
原
道
」
の
冒
頭
を
引
用
し
、
氏
の
描
く
了
意
像
、
即
ち
「
博
学
と
寛
容
」
の
証
左
と
さ
れ
る
。

但
し
、
「
法
林
樵
談
」
は
、
旧
稿
（
弓
伽
蝉
子
」
考
ｌ
序
文
釈
義
」
・
平
成
六
年
ぺ
り
か
ん
社
発
行
「
見
え
な
い
世
界
の
文
学
誌
」
所
収
）
等
に
考
証

す
る
如
く
、
護
法
運
動
に
立
脚
す
る
三
教
一
致
説
の
称
揚
を
基
調
と
す
る
。
つ
ま
り
、
松
田
説
は
自
説
に
都
合
の
よ
い
部
分
の
み
を
引
用
し
、
本
書

の
性
格
お
よ
び
作
家
の
意
図
を
曲
解
す
る
、
事
実
誤
認
も
甚
だ
し
い
も
の
で
あ
る
。

（
岨
）
拙
稿
「
「
法
林
樵
談
」
の
人
名
索
引
と
典
拠
」
（
平
成
十
三
年
発
行
予
定
「
藝
能
文
化
史
研
究
」
旧
号
）
。

（
Ⅱ
）
近
世
初
期
（
慶
長
～
寛
永
・
正
保
）
は
、
概
ね
古
典
出
版
の
時
代
で
あ
り
、
仏
書
に
お
い
て
も
新
作
は
少
な
い
。
寛
永
十
年
刊
「
阿
弥
陀
経
訓
読

紗
」
は
因
縁
談
を
収
載
す
る
新
作
な
が
ら
、
未
だ
「
物
語
二
云
」
方
式
の
中
世
的
様
式
か
ら
脱
却
を
見
ず
、
か
つ
殆
ど
漢
文
で
あ
る
。
ま
た
、
近
世

前
期
は
、
日
蓮
宗
と
浄
土
真
宗
が
中
世
的
体
質
を
捨
て
て
、
学
事
に
目
を
向
け
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追
込
ま
れ
る
と
こ
ろ
に
特
色
を
有
す
る
。
こ

れ
が
、
書
物
の
歴
史
（
古
活
字
版
）
・
仮
名
草
子
お
よ
び
仏
教
文
学
の
歴
史
（
庶
民
の
日
常
生
活
に
対
す
る
教
訓
）
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
よ

（
４
）
拙
稿
「
近
世
初
期
刊
寺

（
５
）
本
稿
解
題
２
に
示
す
）

上
、
私
に
付
し
た
も
の
。

（
１
）
科
学
研
究
費
補
助
金
Ａ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
３
０
１
０
１
５
を
受
け
る
。
近
世
前
期
小
説
一
般
に
お
け
る
漢
籍
享
受
の
あ
り
方
を
研
究
す
る
共
同
研
究
。
個

別
的
事
例
と
し
て
、
浅
井
了
意
の
諸
作
品
を
調
査
・
研
究
し
て
い
る
。
本
稿
は
筆
者
の
見
解
を
述
べ
る
も
の
で
、
全
体
の
総
意
に
よ
る
も
の
で
は
な

い
。
な
お
、
筆
者
は
個
人
的
に
も
基
盤
研
究
Ｃ
の
補
助
を
受
け
、
近
世
仏
書
の
書
誌
研
究
（
年
表
を
作
る
）
を
行
っ
て
い
る
。

（
２
）
堤
邦
彦
氏
著
「
近
世
仏
教
説
話
の
研
究
唱
導
と
文
芸
」
（
平
成
八
年
翰
林
書
房
発
行
）
。

（
３
）
北
条
秀
雄
氏
著
愚
榊
浅
井
了
意
」
（
笠
間
叢
書
妬
昭
和
四
七
年
笠
間
書
院
発
行
）
。
同
氏
著
「
新
修
浅
井
了
意
」
（
笠
間
選
書
Ⅱ
昭
和
四
九
年
笠

間
書
院
発
行
）
。

拙
稿
「
近
世
初
期
刊
本
小
考
」
（
平
成
十
三
年
笠
間
書
院
発
行
〈
予
定
〉
「
近
世
出
版
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
仮
名
草
子
・
浮
世
草
子
」
所
収
）

本
稿
解
題
２
に
示
す
架
蔵
本
を
底
本
と
す
る
。
原
文
は
漢
文
で
あ
る
。
送
り
仮
名
を
平
仮
名
に
す
る
ほ
か
、
適
宜
補
っ
た
。
波
線
は
本
稿
の
便
宜
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っ
て
、
真
宗
通
俗
仏
書
の
第
一
号
は
、
同
時
に
近
世
通
俗
仏
書
の
第
一
号
に
位
置
付
け
て
よ
い
と
考
え
る
。

（
岨
）
通
俗
仏
書
が
出
な
く
な
る
寛
永
末
年
か
ら
万
治
年
間
は
、
西
本
願
寺
の
檀
林
に
学
内
紛
争
が
勃
発
す
る
時
期
と
符
号
す
る
。
こ
れ
は
学
内
人
事
の

鍵
れ
に
一
要
因
を
見
出
す
紛
争
で
あ
っ
た
。
了
意
の
著
述
が
登
場
す
る
頃
（
万
治
年
間
）
に
は
、
こ
れ
に
一
応
の
終
結
を
見
る
。
こ
の
辺
の
事
情
は

本
稿
（
二
）
（
「
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
」
別
号
）
に
仮
説
を
立
て
て
あ
る
。
想
像
を
暹
し
く
す
れ
ば
、
寛
永
末
年
か
ら
万
治
寛
文
期
に
か
け
て
は
、

件
の
檀
林
創
設
に
伴
っ
て
、
学
問
と
非
学
問
（
布
教
）
、
学
者
と
専
業
的
布
教
師
が
分
化
す
る
胎
動
期
に
当
た
る
力
？

学
僧
の
出
版
物
は
、
信
者
檀
家
・
弟
子
法
類
か
ら
寄
付
を
募
る
、
募
縁
出
版
の
形
態
を
と
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
こ
れ
は
、
中
世
寺
院
版
以
来

の
伝
統
的
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
対
し
て
、
通
俗
仏
書
は
概
ね
刊
記
の
存
在
す
る
書
買
版
で
あ
る
。
近
世
前
期
刊
本
に
お
い
て
は
、
書
騨
名
入
り
の
刊

記
（
な
い
し
そ
れ
に
準
ず
る
刊
記
）
の
有
無
が
そ
の
書
物
（
仏
書
）
の
通
俗
・
非
通
俗
の
分
類
基
準
の
一
つ
と
な
る
よ
う
に
考
え
る
。

（
過
）
旧
稿
「
浅
井
了
意
の
仏
書
と
そ
の
周
辺
（
二
と
（
平
成
十
年
発
行
「
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
」
別
号
）
。

（
Ｍ
）
国
文
学
研
究
資
料
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
さ
れ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
す
る
。

（
喝
）
「
真
宗
聖
典
」
（
昭
和
五
十
二
年
法
蔵
館
発
行
）
に
よ
る
。
な
お
、
仏
教
経
典
の
引
用
は
、
「
大
正
新
脩
大
蔵
経
」
に
拠
っ
て
い
る
が
、
近
世
通
俗
仏

書
お
よ
び
仮
名
草
子
の
諸
作
品
の
場
合
、
作
家
が
何
を
底
本
に
し
て
い
る
の
か
全
く
不
明
（
町
版
の
慈
海
版
・
そ
の
他
の
出
所
不
明
の
折
経
類
か
？
）

な
の
で
、
一
々
は
出
所
を
記
さ
な
い
の
が
対
象
に
即
し
た
態
度
で
あ
る
と
考
え
、
注
を
つ
け
て
い
な
い
。

※
了
意
の
没
後
出
版
の
諸
問
題
に
関
し
て
は
、
江
本
裕
先
生
に
ご
教
示
を
頂
き
ま
し
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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